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も

っ
た
そ
れ
と
し
て
出
発
し
た
の
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
以
後
、

一
九

四

1

五
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
で
あ
る
と

い
わ
れ
て

い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ

に
対

し

て
異
論
も

あ

る
が
、

い
ず

れ

に
せ

よ

一
般
的

に

い

っ
て
、

フ
ラ

ン

ス
の
政

治
学

は
、

日
本

と
同
様

に
遅

れ

た
学
問

で
あ

っ
た

こ
と
は
否

め
な

い
よ
う

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
の
政

治
学

と
聞

け
ば

、
す

ぐ

に
、

ボ
ダ

ン
や

モ
ン
テ

ス
キ

ュ

ー
や

ル

ソ
ー
や

ト

ク
ヴ

ィ
ル
ら
が

思

い
出
さ

れ

る

の
で
、
そ

の
国

の
そ

れ

が
そ

れ
ほ
ど
遅

れ

て

い
た
と

い
う

こ
と

は
信
じ
ら

れ
な

い
か

も

し

れ

な

い
。
ま

し
て
、

一
九
世

紀
以
降

、
デ

ュ
ル
ケ
イ

ム
や
デ

ュ
ル
ケ
イ
ム
主
義

者

た
ち

の
よ
う

な
社
会
学
者

に
代
表

さ
れ

る
よ
う

に
、
す

べ
て

の
社
会

現

象

を
科
学

的

に
考
察

し
よ
う
と
す

る
伝
統
が

そ

の
国

に
は
早
く

か
ら
存
在

し
て

い
た

こ
と
や

、
ま

た
、
第

三
共

和
政
期

に
み
ら

れ
た
よ

う
な
政
治
学

研
究

に
と

っ
て
貴

重

な
、
豊
富

な
資

料
と

な
る
激

し

い
政

治
社
会

現
象

を

考

え
る
と
、
と

て
も

フ
ラ

ン
ス
で
政

治
学

の
発
達
が
遅

れ

て

い
た
と

は
信

じ
難

い
。

だ
が

現
実

は
そ

の
通

り

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

フ
ラ

ン

ス
で
は
、
哲

学

や
古
典

文
学

に
対
抗

し
て
、
社

会
学

が
、
ま
ず

大
学

の
文
学

部

の
中

に
誕
生

し
た
が
、
政

治
学

は
独

立
せ
ず
、
主

と

し
て

法

学

に
そ

の
身

を
ゆ
だ

ね
て

い
た
。

た
と

え
ば

、
国
家

の
研
究

な
ど

は
法

学
者

に
よ

っ
て
純

粋

な
法
規
範

現
象
と

し
て
取

り
扱

か
わ
れ

て

い
た

の
で

あ

る
。
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る
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す
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、
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来
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に
法
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確
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え
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、
憲

法
領

域
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形

成

す
る
問
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る
。
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し
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、
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ゆ
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攻
治

学
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法
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も
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い
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た
、

一
八
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設
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純
粋
に
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治
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を
研
究
す

る
た
め
の
機
関
と

い
う
よ
り
も
、
高
級
官
吏
登
用
試
験
を
受
験
す
る
学
生

の
た
め
の
予
備
校

の
よ
う
な
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
そ

の
た

め

そ

こ

で

は
、
経
済
学
、
法
律
学
、
歴
史
学

の
教
育
な
ど
が
主
で

あ

っ
た
。
さ

ら

に
、

二
〇
世
紀
に
入

っ
て
も

一
九
四
五
年
ま

で
は
、
政
治
学

は
名
目
上

の

存
在

で
し
か
な
か

っ
た
と

い
っ
て
も
過

言
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
政
治

学
者

の
学
術
共
同
体
も
、
政
治
学

の
雑
誌
も
、
専
門

の
研
究

セ

ン
タ

ー

も
、
さ
ら
に
概
説
書
す
ら
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
学
を
研

究
し
て
い
る
人

々
も
孤
立
し
て
お
り
、
有
機
的
総
合
的

で
は
な
か

っ
た
。

じ

っ
に
こ
の
意
味
で
、

一
九

四
五
年
以
前

の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
自
立

・
独

立
し
た
、
ま
た

い
わ
ゆ
る
科
学
と
し
て

の
政
治
学

は
存
在

し
て
い
な
か

っ

た
と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

本
稿

は
」
右

に
の
べ
た
よ
う
な
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
政
治
学
が
な
ぜ
遅

れ
た
か
に
つ
い
て
の
理
由
、
原
因
に
は
ふ
れ
な
い
。
む

し
ろ
、

一
九
四
五

年
以
降

の
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
政
治
学
が
ど

の
よ
う
な
様
相
を
も

っ
て
発

達

し
て
き
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
主
と
し
て
研
究
者
や
主

な
業
績
を
中
心

に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、

一
九
四
五
年

の
政
治
学

の
状
況

一
九
四
五
年
以
前

の
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
政
治
学
は
、

=
言

で

い
え

ば
、
歴
史
学

・
法
律
学

・
地
理
学

の
娘

で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
、

一
九
四

五
年
に
フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学
が
自

立
し
は
じ
め
る
と
、
そ
れ
は
ま
ず
研
究

領
域

の
確
定
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
当
時

の
政
治
学

の
主
た
る
対
象

領
域
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次

の
三
点
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大

別

で
き
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。
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、
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研

究
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。○
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研
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々
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改
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計

画
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治
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究
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第

二
に
、
現
代
史

の
領

域

で
あ

る
、
現
代
史

を
あ

つ
か
う

の
が

、
政

治

学

の
主

要

な
目
標

で
あ

っ
た
。
そ

れ

ゆ
え
、

そ

こ
に
は
、

た
と
え
ば

諸
国

家

の
歴
史

や
人
文
地

理

・
経
済
学

も
含
ま

れ
る
が
、

一
応
そ

の
完
成

を

み

た

の
が
、
外
交

史
研
究

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

こ
の
領
域

は
、
そ

の
後

、
専

門
化

さ

れ
、
そ

の
中

か
ら
政
党
研

究

の
端
緒

も

ひ
ら

か
れ

た

の
で
あ

る
。
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肉
母
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先
駆
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も

の
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あ
る
。

第

三
に
、
科
学
的

モ
デ

ル
に
近

い
分
析
方
法
を
用

い
た
も
の
と
し
て
選

挙
の
研
究

に
関
す

る
分
野
が
あ
る
。

こ
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=
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○
○
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肉
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、鎌
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、
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か
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五

一
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に
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い
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学
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績
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ま

た

こ

の
点

に

つ

い

て
、

次

の
論

文

も

あ

る

。
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三
、
政
治
学
教
育

に

つ
い
て

つ
ぎ

に
、

フ
ラ

ン
ス
に
お
け

る
政

治
学

の
教
育

関
係

に

つ
い
て
、

そ

の

概
要

を
ま
と

め
て
お

こ
う

。

フ
ラ

ン
ス
の
政

治
学

の
教
育
組

織

は

一
九

四

五
年

以
降
次

の
よ
う
な
変

遷
を

へ
て
き

た
。

第

一
に
、

一
九

四
五
年

か
ら

一
九

五

四
年

に
か
け

て
。

こ

の
間

の
事
情

は
比
較
的

単
純

で
、
政
治
研

究
所
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れ
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、
バ

カ

ロ
レ
ア
を
取

得

し
た
あ

と
す

ぐ

に
研
究
所

に
入
り
、

3
年

の
修

業
年
数
を

へ
て
得

る
こ
と
が

で
き

た
。

こ
の
間
、
大
学

の
法
学
部

と
文
学

部

は
、

た
と

え
、
政
治
研
究

所

で
教

え

て

い
る
科

目
に
類

似

し
た
も

の
を
教
授

し
て

い
た
と

し
て
も

、
政
治
学

に

関
す

る
何
ら

か

の
特
別

な
証
書

を
発
行

す

る
こ
と
は

な
か

っ
た
。

第

二
に
、

一
九

五
四
年

か
ら

一
九

六
八
年

の
五
月

革
命

の
直

後

に
至

る

期

間

で
あ

る
。

こ

の
間

、
大
学

の
学
部

の
中

で
抜
本

的

な

改

革

が

行

わ

れ
、
政
治
学

は
法

学
部

の
中

で
公
認

の
科

目
と

な

っ
た
。

つ
ま

り
、

つ
っ

ま

し
く

は
あ

る
が
、
そ

れ
は
、
体
系

的

に
法
律
研
究

と
同

等

に
あ

つ
か

わ

れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

し
か
も
同
時

に
、
全

国
的

に
政

治
学

の

教
育

と
計

画

に

つ
い
て
整
備

が

な
さ
れ
、
す

べ

て

の
法
学
部

は
、

そ

の
講

義

の
五
分

の

一
に
政
治
学

に
関
連

し
た
科

目
を
設
置

す
る
よ

う

に

な

っ

た
。
当
時

の
教
育

リ

ス
ト
は
次

の
と
お
り

で
あ

る
。

U
お
津

O
o
コ
ω
け
算
暮
一〇
昌
q
g

o
什
ぎ
ω
鉱
け
暮
一〇
口
ω
℃
o
一三
ρ
ロ
o
ω

ぎ
茸
o
ロ
蓉

二
〇
蕊

呼

冨

ω
0
9
0
ざ
αq
δ

b
9
三

ρ
偉
o
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一
口
ω
ユ

梓
g
鉱
O
ロ
ω

言

8

同
口
舞

凶O
昌
鋤
一
〇
ω

H≦

鰹

ゲ
O
血
①
ω

匹
①
ω

ω
O
一Φ
昌
O
O
ω

ω
O
O
一巴

⑦
ω

田

ω
8

詫

Φ

含

ω

一
急

o
ω

b
o
=
け
置

ま

ω

甘

ω
ρ
『

餅

一
餌

訪
昌

創
二

×
<

同
肖
σ
ヨ

o

ω
δ

o
一
①

霞

ω
8
岸
o
血
o
ω
一叡

o
。・
娼
o
=
け
一ρ
琴

ω
似
冨

触
二
『
血
二

×
同×
伊
∋
o

ω
δ
o
一⑦

Ω
轟
昌
匹
ω
嘆
o
げ
罷
日
Φ
ω
b
o
=
け
一ρ
二
①
ω
8

三
〇
8
0
0
鑓

冒
ω

第

三

に
、

一
九

七
〇
年

以
降

で
あ

る
。

こ
の
間

に
政
治
学

に

つ
い
て

の

大

学

の
規

定
は
大
幅

に
改
善

さ

れ
た
。

一
九
六

八
年

五
月

以
後
、
表
決

さ

れ

た

置

一9

α
、。
ほ
Φ
口
$
鉱
8

に
よ
り
確

立
さ
れ

た
大
学

の
自
治

で
、
大

学

が
自

主
的

に
政

治
学

の
教
育

を
殖
や

し
た
り
変

化
さ

せ
た

り
し
て
良

い

こ
と

に
な

っ
た
。

さ

ら

に
、

従
来

の
学
部

貯
。
巳
鼠

を
解

体

し
て
よ
り

小
規
模

で
、

し
か
も
従

来

の
教

科

の
枠

に
捉

わ
れ

な

い
、

パ

リ
第

一
大
学

政

治
学

教
育

・
研
究

単
位

d
巳
鼠

血
.窪

ω
鉱
σq
琴

ヨ
Φ
暮

Φ
什
島
①
δ
。
ゴ
Φ
8
げ
①

α
①
ω
o
冨
づ
o
o
℃
o
洋
む
β
o
島
①
一.d
巳
く
o
窃
津
似

血
①

℃
N
ユ
ω
一
や
、
ボ

ル
ド

ー

の
地
方

生
活
研
究

セ

ン
タ
ー

の
よ

う
な
新

た
な
研
究

・
教

育
機

関

の
創

設

も
認

め
ら
れ

た

の
で
あ

る
。
そ

し
て
、

一
九

七

八
年

に
は
政
治
学

の
修

士
課

程
が

設
置
さ

れ
、
そ

の
資
格

を

え
る

に
は
、

政
治
行
動

分
析

・
政
治

学

の
方
法

と
資
料

処
理

・
比
較
政
治
制

度
と
機
構

・
政
治
哲

学

と
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー

分
析

が
必
修

の
課

目
と
さ
れ

た
。
ま

た
、

政
治
学

の
高
等

教
授

に

な
る
た

め

に
は
専

門

の
試
験

。
o
口
。
o
霞
ω
ω
鳳

9
巴
δ
仏
が

必
要
と

さ
れ
、

こ

こ
に
政
治
学
と

法
律
学

の
分
離

が
成

立

し
た
と

い

っ
て
よ

い
。

フ
ラ

ン

ス
の
政

治
学

の
教
育

過
程

を
ま
と

め
て
み

る
と
次

の
よ

う
に
な

る
。
学
士

号

は
、

原
則

と
し
て
高
等

教
育

の
バ

カ

ロ
レ
ア

に
合
格

し
た
あ

と

3
年

で
取

得

で
き

る
。
但

し
、

こ

の
段

階

で
は
政
治
学

は
専
門
化

さ
れ

て
お
ら
ず
、
政
治
学

の
学
士
号
で
は
な
く
、
多
く

は
法
律
学

の
学
士
号
で

あ

る
。
政
治
学
に
お
け
る
専
門
の
修
士
号

は

】
年

で
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

政
治
学

の
第

三
期
課
程
修
了
証

(法
学
部
ま
た
は
政
治
研
究

所

に

お

け

る
)
は

一
年
で
取
得
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
に
続

い
て
、
政
治
学
第

三
期

博
士
号
ま

た
は
国
家
博
士
号

の
た
め
に
は
学
位
論
文
が
要
求
さ
れ
、
前
者

の
た
め
に
は
二
年

か
ら
五
年
、
後
者

の
た
め
に
は
前
者
以
上

の
研
究
期
間

が
要
請
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
政
治
学

の
専
門
の
資
格
を
も

つ
教
員
に
な
る

た
め
に
は
、
国
家
試
験
を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
教

授
に
な
る
に
は
、
ま
ず
大
学
で
、
つ
い
で
大
学
団
体
高
等
評
議
会
で
お
こ

な
わ
れ

る
教
授
資
格

一、⇔
αq
ほ
ひq
蝉
鉱
8

を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
学
国
家
博
士
号
を
有

し
、
さ
ら

に
追
加
研
究

の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。

四
、

一
九

五
〇
年
代

と
六
〇
年
代

の
政
治
学
研
究

こ
の
間

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学

に
と

っ
て
い
わ
ば
過
渡
期
と
も

い
う

べ
き
性
格
を
も

っ
て
い
る
が
、
業
績

と
方
法
論
に
お
い
て
は
著
し
い
進
歩

が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
ω
主
要
文
献
②
方
法
論

の
発
展
、
に
つ

い
て
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
ω
に
つ
い
て
は
、
最
初

に
、

年
代
別

の
概
説
書
を
、
次

に
、
テ
ー

マ
別

の
主
要
文
献
を
例
示
す
る
。
後

者

に
っ
い
て
は
、
引
用
さ
れ
た
度
数
が
多
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。

ω

主
要
文
献

○

一
九
五
七
-

一
九
六
〇
年

の
フ
ラ
ン
ス
政
治
学

の
情
勢
を
把
握
し

た
も

の
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鋭
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仏
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史
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一
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・

働

方
法
論

の
発
展

政
治
研
究

の
方
法

は
大
別
す
る
と
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ひ
と

つ
は
、
言
葉

の
狭
義

の
そ
れ

で
あ

っ
て
、
具
体
的

に
は
、
資
料
を
収

集

・
蓄
積
し
、
そ
れ
を
分
析
す
る
技
術

の
こ
と
で
あ
り
、
も

う

ひ

と

つ

は
、
広
義

に
解
釈

し
た
揚
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
法
的
分
析

の
後
退
と

社
会
学
的
な
方
法

の
進
出
、

マ
ル
キ
シ
ズ

ム
方
法
論

の
出

現
、
理
論
研
究

の
新
視
点

の
導
入
、
比
較
法

の
見
直

し
、

モ
デ
ル
化

唐
o
象
涜
讐
ざ
コ

の

試
み
、
な
ど
が
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
期
間
に
お
け
る
方
法
論
は
と
く
に
、

狭
義

の
そ
れ
が
発
展
を
み
た
の
で
、以
下
そ
の
点
に

つ
い
て
概
要
を
記
す
。

一
九

四
五
年
以
降

の
フ
ラ

ン
ス
政
治
学

の
方
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論

の
発
達
は
、
基
本
的

に
は
、
ま
ず
資
料
分
析
と
観
察
技
術
に
お

い
て
み
ら
れ
た
。
と
く
に
そ
れ

が
著
し
か

っ
た
の
は
、
具
体
的
に
は
世
論
研
究

の
分
野
で
あ

っ
た
。
世
論

調
査
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
は
体
系
的

で
あ
り
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そ
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技
術
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ほ
ぼ
完
壁

に

近
か

っ
た
。
た
だ
惜

し
む
ら
く
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査
結
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が
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ン
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ー
ト
を
行

っ

た
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の
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的
所
有
物
に
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の
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に
供
せ
ら
れ
る
こ
と

が
な
か

っ
た
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で
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る
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二
つ
の
方
向
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を
示
し
た
。
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る
。
そ

し
て
、
学
会

内
部

に
専
門

の
研
究
グ

ル
ー
プ
が

設
置
さ

れ

て

い
る
。

た
と
え
ば

、

フ
ラ

ン

ス
議

会
政

治
研
究
専

門
部

会
、
社

会
党

研
究
部

会
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
共
産
主
義

運
動

研
究
部

会
な
ど

で
あ

る
。
他

の
分
野
と
同
様

に
政

治
学

会
も
中
央

権
化
さ

れ

て
お
り
、
地
域
的

な
学
会

は
な

い
が
、
唯

一
の
例

外

と

し

て
、
0
8
口
℃
o

一〇
旨
巴
口

O
o

ω
o
冨
口
o
o

b
o
一一鉱
ρ
二
①
良
o

Z
>
Z
O
磯

が
あ

る
。

そ

れ
は

一
九

七

四
年

に
創

設
さ

れ

た
。回

紀

要

政

治
学
研
究

の
た
め

の
唯

一
の
雑
誌

は
、

フ
ラ

ン
ス
政
治
学

会
が
監
修

し
発
行

し
て

い
る

貯

肉
象
Nミ

、
、§

略
ミ
旨

§

賜鳥
§

聴

遠

ミ

心
ミ

で
あ

る
。
実
際

の
編
集

指
揮

は

、
O
o
o
茜

。
ピ
}
<
》
d

が

と

っ
て

い
る

。
な
お

、

冨

肉
象

ミ

§

島
ぎ

蹄
辱
導
鞭
ら
ミ

爵

N&

防9
§
亀

唐

ミ

δ
ミ

は
、

そ

の
タ
イ
ト

ル
に
も

か
か
わ
ら
ず
政

治
学
関
係

の
論
文

に
は
例
外
的

に

し
か

ぺ
ー
ジ

を
さ

か
ず

、
逆

に
、
前

者

の
方

は
、
憲
法

や

フ
ラ

ン
ス
や
外
国

の

議

会
研
究

に
紙
面
を
提
供

し
て

い
る
。

と
も
あ

れ
、
智

肉
§

ミ

、
べ
§
ハ融

焼捻

譜

賜黛
§

ミ

篭

ミ

心
ミ

は

一
九
五

一
年

に
創
刊

さ

れ
た
が
、

以
後

内

容

的

に

は
次

の
よ
う

な
変

遷
を

た
ど
り

な
が
ら

発
展

し
て
き

た
。

ま
ず
、

一
九
五
〇
年
末

ま

で
は
、
そ

の
寄

稿
者

は
大
部

分
が

教
員

で
あ

っ
た
。
法

律
、

歴
史
、
哲

学

の
教
授

た
ち

で
あ

る
。

次

に
、
そ

れ
は
殆

ん
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ど

冨

悶
o
巳

餌
ユ
8

ロ
曽
江
8

巴
Φ
ユ
①
ω
ω9
①
コ
o
o
ω
娼
o
犀
5
二
〇
ω
の
専
属

の

紀

要

に

な

っ
た
。
論

文

の
大
部

分

は
、
特

定

の
問
題

を

対

象

と

し
、
論

評
、
解

説
を
加

え

な

い
事
実

の
み

に
関
す

る
業
績

を
掲
載

し
て

い
た
。

そ

し
て
、

こ
こ
数

年

に
き
て
、

こ
の
雑
誌

は
よ
り
多
様

性

の
あ

る
論
文

を
集

め

る
よ
う

に
な
り

、
と
く

に
、

理
論
的

な
論
文
を

中
心

に
載

せ

て

い
る
。

な
お
、
前

掲
誌

が

フ
ラ

ン
ス
に
お
け

る
政

治
学

の
唯

一
の
専
門
誌

で
あ

る

と
は

い
え
、
政

治
学

関
係

の
論
文

は
、

そ

れ
以
外

に
も
、

沢
山

の
様

々

な
雑
誌

に
発
表

さ

れ
て

い
る
。
そ

の
特
徴

は
次

の
四
点

に
分
け
ら

れ

る
。

第

一
に
、
社

会
学

の
雑
誌

で
あ

る
。
そ

こ
に
は
、
政
治
社

会
学

の
論

文

や
、
あ

ま
り
対
象

を
専

門

の
政

治
次
元

の
問

題

だ
け

に
紋

っ
た
も

の
で
は

な

い
論

文
も
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
次

の
よ

う

な
雑
誌

が
主

な

も

の

で

あ

る

。訂

沁
象
ヘミ

、
袋
謡
ハ
鼠
凌

魯

旨
ら
舷o
N薦
尉
.

卜
窺
象

へ紺

ミ

鳶
ら評
ミ
ら
評
へ
偽
き

象
龍
き
ら
翁

旨
9
ミ
$

(
お
く
⊆
⑦
O
ロ

O
o
等

爲
o
創
Φ
ω
o
o
凶○
一〇
ひq
δ

o
=
8
0
甑
①
口
口
o
ρ
⊆
Φ

象
ユ
㈹
①
国
o
羅
①
切
O
d
切
U
剛

国
d
)
.

一
Φ
ω

6
斜
ミ

ミ
、勉

㌧
ミ

ミ

、、Nミ

ご

、ミ

ミ
&

譜

蓬

9
0
薦

膏

.

δ

ω

郎

越

ミ

竃

勉

Q
ミ
§

簿

§
謡
塁

§

8

無

o
N
薦

紬

・

一
.出

謎
詰
紆

8

9
0
お

心

Nミ

●

第

二
に
、
特
殊
な
対
象
を
あ

つ
か
う
雑
誌
と
し
て
次

の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

ξ

HΦ
<
犀
o

き

謎
鳶

題

●

一
九

三

八

年

以

来

、

一.ぎ

馨
津
暮

坤
き

$

一ω

免
o
営
巳
o
コ

b
信
σ
一β
二
Φ

に
よ

っ
て
発
行
さ

れ

て

い
る
。

冨

村
o
<
¢
o
肉
偽
甘
鯨ご
蕊

§
ミ
、、ミ

駄
§

ミ
舞

主

に
歴
史
的

な
性
格
が
濃

い

。訂

同
Φ
毒

Φ
浄

き

譜

凡こ

こ

§

&
臥N

と

ご

、幻
Φ
<
器

、
§

餐

§

駄
.

貸
翫
ぎ
鰍ミ
鴇
℃袋
駄
o
謡
㌧
黛
ミ
筑心
ミ

◎

第

三
に
、
あ
ま

り
学
術
的

で
な

い
雑
誌
。

こ
れ

は
学
術

共
同
体

に
対

し

て
と

い
う
よ

り
も
、
教
養

向

け
に
編
集

さ

れ
た
も

の
で
あ

り
、
政

治
生
活

に
関
す
る
研
究
を
優

先

し
て

い
る
。
と
く

に
政

治

に
か
か
わ

っ
て

い
る
人

々
に
発
言

の
場

を
与

え
て

い
る
。

㌻

Nミ
亀
諺

(
ρ
三

b
o
答
o

o
口

ω
o
器

-江
窪
o
"
、勇
①
<
仁
①
山
、傷
蜜

号

ω
8

づ
,

ω
什一ε
鉱
o
コ
昌
①
二
Φ
ω
簿

℃
o
=
け
凶ρ
二
〇
ω
二
)
●
こ
れ
は
、

一
九
七

七
年

五
月

に
第

一
号
が
出

た
。

箏
ξ
ミ
・

各

選
挙

の
あ

と

に
発
行
さ

れ
、
≧

巴
つ

い
》
Z
O
国
U
O
↓

に

よ

る
結

果

に

つ
い
て

の
分
析
論

文
が

の
る
。

一餌
口
①
<
ロ
⑦
㌧
ミ
蹄
δ
馬ミ

ミ

㌧
ミ
,鳶
ミ
ミ
ミ
ミ
、,Q
.

最
後

に
、
文
学
的

な
雑
誌

が
あ

る
。
編
集

者

に
政

治
や
哲
学

の
関

係
者

が

な

っ
た
り
、

ま

た
、

人
文

科
学

に
ひ
ら
か
れ

た
り

し
て

い
る
。
そ

の
た

め
、
政
治

理
論
や
政

治
分
析

の
論
文

が
徐

々
に
ふ
え

て

い
る

。

ぜ

壁
蝕

卜
塁

鷺
§

動
ミ
o
譜

、
ミ

偽
(
希
く
器

自
獄

①

冨

「
匂
①
弩

も

四
ロ
一

ω
》
切
↓
菊
国
)
℃
O

、ミ

冬

3

寒

§

Q
♂

6
σ
ミ

、、§

ミ
ミ

な

ど

。

㈲

業

績

の
収
集

政

治
学

の
業

績
を

収
録

し
た

フ
ラ

ン

ス
で
最
も
古

い

コ
レ

ク

シ

ョ

ン

は
、
.δ
四
三
〇
「
ω
ユ
o
冨

岡
o
づ
鎚
⇔
江
o
口

口
拶
江
○
ロ
巴
Φ
匹
⑦
ω
ω9
0
昌
o
Φ
ω
b
o
一一-

鉱
ρ
器

ω
.、
の
そ

れ

で
あ

り

、
第

一
巻

は

一
九

四
七
年

に
発
刊

さ

れ
た
が
、

そ

こ
に
は

二
百

以
上

の
作

品
が
発
表

さ
れ

て

い
る
。

一
九
六

〇

年

代

に



122

は

、

一①

岡
8

ユ
豊

8

口
四
け
δ

ロ
巴

。

ロ
①
ω

ω
。
一Φ
昌
8

ω

O
O
洋

置

器

ω

の

庇

護

に

よ

り

、

o
o
ぎ

o
江

8

ユ
Φ
ω

.
、叶
鑓

く
碧

×

卑

器

o
ゴ
Φ
容

げ
o
ω
.
"

^
.匡

三

一
〇
、

》

αq
鑓

℃
三

①
ω
、.＼

、目
9

①
諄
o
罵
o
ω
血
o
o
g
日
o
艮

9
一諾
ω
..㌦

.αQ
三

亀
①
ω
創
Φ
器
o
げ
o
・

8

冨

ω
.、
..簿
9

ω
..

な

ど

が

発
行

さ

れ

、

つ

い

に
、

一
九

七

六

年

に

は

、

、塁

霊

、恥
鈎
象

譜

ミ

さ

ミ
§

勘
§

遮
ミ
皆
謡
ミ
Q
へ翁

象
聴
ミ

題

辱
o
ミ

心
斡ミ
偽

の
創

設

と

な

っ
た

。

そ

れ

は

フ
ラ

ン

ス
に

お

い
て

唯

一
政

治

学

を

専

門

に

出

版

し

て

い
る

も

の

で
あ

る

。

な

お

フ

ラ

ン

ス

で

は

、
政

治

学

概

論

は

、

政

治

学

が

通

常

法

学

部

で
教

育

さ

れ

て

い
る
関

係

上

、
法

学

概

論

の

コ
レ

ク

シ

ョ

ン
の
中

に

入

っ
て

い

る
場

合

が
多

い
。
例

え

ば

、

以

下

の
も

の
で
あ

る

。

一麟

8

一一①
9
凶8

目
ミ

ミ
鋳

(
血
三

σq
魯

冨

村
]≦
.
】)
d
<
円
園
O
国
即
)
餌
q
×

℃
お

ω
ω
O
ω

q
巳

く
興
ω
一$

マ
o
ω
傷
o

両
轟

昌
o
ρ

一p

8

一一〇
〇
怠
o
昌

血
o
ω

箏
,警
鋳

b
ミ
ご
憩

(
】円
ユ
一け繭O
コ
ω
一)
9Ω
一一〇
N
)

莚

8

一一Φ
6
怠
o
昌
譜

防
》

感
ら
鋳

∪

○
§

臼

(国
島
菖
○
諺

]≦
O
Z
↓
O
出
幻
国
ω
-

↓
田

乞
)

一①
らミ
Nミ
嵩
§

q

(
d

b
o
霞

q
巳
く
興
ω
一鼠
)
o
冨

N
》
居
ヨ
p
づ
鎚
O
O
ζ
Z

・

だ

か
ら

と

い

っ
て
、

フ
ラ

ン
ス
で
は
政

治
学

の
本

は
少

し
し
か
発
行
さ

れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
は
な

い
。
政
治
学

研
究

の
成

果

は
規
則

だ

っ
て
発

刊

さ
れ

る

こ
と

は
な

い
か
も

し
れ

な

い
が
、
多
様

な

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中

で
み

い
出

す

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。
ま

た
、
教
員

が
学
位
取

得

の
た

め

に
か

い
た
論

文
、

メ

モ
な
ど

も
、
そ

れ
ら

は
公
刊

さ

れ
て

い
な
く

て
も

重

要

な
も

の
が
多

い
。
例
え
ば

、

一
九
六

四
年

以
来

発
刊
さ

れ

て

い

る

い
餌
肉
塁
ミ
馬
、
貸
謹

鼠
題

譜

偽禽
§
亀

㌧
o
ミ

心
ミ
鴨
は
、
主

に
毎
年
第

二
号

で

q
昌

..国
冨
け
創
⑦
ω
育
鋤
く
碧

×

ぢ
巴

津
の
α
o
ω
9
①
ロ
o
o
℃
o
澤
δ
ロ
o
、.
を

特
集

し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、
研
究
報
告
を
除

い
た
講
義
録
プ
リ

ン
ト
、

メ

モ
ワ
ー
ル
、
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
政
府
機
関
と
提

携

し
て
行

っ
て
い
る
研
究
報
告
な
ど
も
あ

る
。

六
、
現
実

の
政
治

と
政
治
学

ω

政

治
的
諸

事
件

の
政
治
学

へ
の
影

響
性

フ
ラ

ン
ス
で
は
、
現
実

の
政

治
的
諸

事
件

が
政

治
学

に
及
ぼ

す
影
響

は

か

な
り
大

き

い
と

い

っ
て
よ

い
。
換
言

す

れ
ば

、

フ
ラ

ン
ス
政

治
学

は
、

そ

の
研
究
対
象

の
選
択
を
政

治
的
諸
事
件

に
か

な
り
依
存

し
て

い
る
と

い

え

る
。

フ
ラ

ン
ス
の
政

治
研
究
者

は
、

事
件

が
起

る
と
そ
れ

が
政

治
生
活

に

い
か

な

る
影
響

を
及
ぼ
す

か
を
真
先

に
と
り
あ

げ

る
。
そ

の
結

果
が
、

一
九
五

八
年
以
降

の
フ
ラ

ン
ス
で
ひ
ん
ぱ
ん

に
行

わ
れ
た
選
挙

の
調
査

で

あ

り
、
飛
躍

的
発
展

を
と
げ

た
社

会
党

研
究

で
あ

り
、
ま

た

ヨ
!

ロ
ッ
パ

建

設

に
関

す

る
問
題

な
ど

で
あ

る
。

こ
れ
ら

は
、

フ
ラ

ン
ス
政
治
学

研
究

セ

ン
タ

ー

の
主
要

な
ひ
と

つ
で
あ

る

一鋤
閏
8

α
⇔
鉱
0
5

コ
讐
一〇
づ
巴
Φ

α
①
ω

の
o
δ
口
O
①
ω
b
O
葺
β
=
Φ
ω

の

O
国
く
H
l
℃
O
閃

(
O
①
口
甫
Φ

ロ
.蝉
⊆
匹
Φ

山
①

置

≦
①
O
O
洋
5
二
①
津
p
君

巴
ω
①
)
か
ら
出

さ
れ

た
。

こ
の
よ

う
な
傾
向

は

フ
ラ

ン
ス
で
は
昔

か
ら
存
在

し
て
お
り
、
非
政

治

化

の
テ
ー

マ
が
流
行

し
た
り
、
第

四
共
和
制

の
終

焉
、
す

な
わ
ち
権
力

の

擬

人
化
と
ド

ゴ

ー
ル
将
軍

の
大
統
領

に

つ
い
て

の
テ
ー

マ
な
ど
が
流
行

し

た

の
も

こ
の
類

い
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。
そ

し
て
、

こ
の
よ
う

に
政

治
学

が
現
実

と

の
接
点

を
強
く
も

つ
の
で
必
然
的

に
フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学

者

は
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
と
そ

の
固
有

の
領

域
を

め
ぐ

っ
て
衝
突

し
、
そ

れ
を
凌
駕

し
よ
う

と
試

み

る

こ
と

に
な
る
。

た
と

え
ば

、
卜
馬
§

嵩
譜

に
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は
政
治
学
者

の
書
く
政
治
社
会
学

の
論
文
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
だ

が
そ
の
結
果
は
、
政
治
学
者
が
現
実

に
埋
没
し
、
本
来

の
研
究
と
で
も

い

う
べ
き
も

の
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
傾
向
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
経
験
的
な
仕
事
に
、
よ
り
強
固
な
土
台
を
与
え
る
認
識
論
や
、

政
治
ま
た
は
社
会
学
理
論

の
よ
う
な
理
論
研
究
が
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る

と
い
う

こ
と
で
あ

る
。

@

政
治
学
者
と
政
治
行
動

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
学
者

の
現
実
政
治

へ
の
か
か
わ
り
方

は
、
三

種
類
に
大
別

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
実
際
に
身
を
政
界

に
転
ず

る
者
。

こ
れ
は
数
と
し
て
は
そ
う
多
く
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
閣
僚
に
な

っ
た
人
と
し
て
、
い
似
o
出
〉
寓
O
Z
植
図
Φ菰

O
》
国
↓
》
Z
↓
、
下
院
議
員

に
な

っ
た
人
と
し
て
、
い
即

O
O
↓
、
上
院
議
員
と
し
て
、
冨
霞
8
一
℃
菊
,

国
U
O
↓
、
ま
た
権
力

の
極

か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
が

0
8
ω
①臨
8
づ
ω,

捧

暮
ざ
昌
コ
9

に
、
司
鑓
蕊
9
ω
Ω
O
O
d
国
い

ら
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら

の

政
治
手
腕
が
果
し
て
、
政
治
理
論

の
よ
う
に
う
ま
く

い
っ
た

か

ど

う

か

は
、
他

の
分
野
の
場
合
と
同
様
、
若
干

の
疑
問

は
あ
る
。
第

二
に
、
政
界

の
前
面
に
は
出
な
い
が
、
助
言
者

に
な

っ
た
り
政
策
決
定

に
影
響
を
与
え

て
い
る
者
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
こ
の
立
場
は
か
な
り
力
を
も

つ
と
い

っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

一
九
六
四
年
か
ら

一
九
六
五
年

の
間

の
普
通

選
挙
に
よ
る
第

一
回
大
統
領
選
挙

の
時
、
専
門
家
あ

る
い
は
黒
幕

と
し
て

辣
腕
を
ふ
る

っ
た
の
は
、
Ω
.
<
国
∪
国
r

冨
・
U
d
く
国
菊
O
国
国
・
O
・
H
》

<
諺
d

ら
で
あ
る
。
ま
た
今
日
で
も
、
与

・
野
党

の
参
謀
と
し
て
選
挙
社

会
学

の
知
識
を
駆
使
し
て
助
言
し
て
い
る
人
も

い
る
ゆ
第
三
に
、
道
徳
的

司
法
官
と
し
て
の
職
務
を
ま

っ
と
う
し
よ
う
と
す
る
者

。
す
な
わ
ち
、
世

論
を
啓
発
し
た
り
新
聞
な
ど
の
公
器
を
用

い
て
、
政
策
決
定
者

に
影
響
を

与
え
る
人
で
あ

る
。
幻
p。団
目
○
旨
創

〉
閃
O
Z
℃
ζ
9ゆ
¢
凱
o
⑦
U
d
<
国
菊
O
同
閑
"

≧
蹄
o自
O
幻
○
ω
ω
国
幻

ら
が
そ
れ

で
あ
り
、
O
園
○
ω
ω
国
国

は
ド
イ
ツ
で
も

重
要
な
役
割
を
果
し
、

一
九
七
五
年
平
和
賞
を
受
賞

し
た
。

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学
者
ま
た
は
そ

の
教
育
者

の
社
会
的
地
位

は
決

し
て

高
く
な
い
。
政
治
指
導
者

の
富
と
名
声
に
く
ら
べ
れ
ば
微

々
た
る
も

の
で

あ

る
。
し
か
し
、
今
後
彼
ら
は
そ

の
地
位

の
向
上
を
求
め
て
活
発
に
活
動

す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
あ

る
意
味
で
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
と

い
う

の
は
、
現
在

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者

の
現
実
政
治

へ
の
か
か
わ
り
方

は
必
ず

し
も
強
く
な

い
し
、
し
か
も

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
指
導
者

は

園
.乞
.〉

出
身
者

で
か
た
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
彼
ら
は

一.閏
.勺
・
で
教
育
を

う
け
、
中
に
は
そ
こ
で
教
育
を
す
る
者
も

い
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
政
治

権
力
者
が
、
批
判
的

な
政
治
学
も
、
専
門
的

な
政
治
科
学
も
身
に

つ
け
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
意
味

に
お

い
て
も
政
治
学
者

の
現
実

政
治
に
対
す
る
影
響
力
、
換
言
す
れ
ば
、
支
配
階
級

に
対
す
る
文
化
的
影

響

は
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

の

公
権
力
と
政
治
学

の
関
係

フ
ラ

ン
ス
で
は

一
般
に
、
知
識
人
は
権
力
に
対
す
る
永
遠

の
敵
対
者

で

あ

る
と
い
う
名
声
を
え
て
い
る
し
、
彼
ら
も
そ
う
あ
り
た

い
と
望
ん
で
い

る
。
だ
か
ら
、
政
治
指
導
者
た
ち
も
、
基
本
的

に
は
政
治
学
者
を
、
た
と

え
相
談
役
と
し
て
用

い
よ
う
と
も
、
選
挙

の
際

に
彼
ら
の
専
門
の
能
力
を

借
り
よ
う
と
も
、あ
ま
り
信
用

し
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ

っ
て
、

フ
ラ

ン
ス
で
は
政
治
学

は
、
研
究
予
算
面
や
教
育
者

・
研
究
者

の
面
な
ど

で
そ
の
数
は
あ
ま
り
多
く
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
政
治
学
は



X24

そ

の
実
際

的
効
用

と
学
問
的

正
統

性
が
限
定

さ
れ

た
も

の
で
し
か

な

い
よ

う

に
思

わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

た
だ
ま

れ
に

は
、
政

治
研
究
所

が
設
置

さ

れ
政

治
指

導
者

の
育
成
が

は

か
ら
れ

た

り
、

ま
た

一
九
七

七
年

に
は
、

守
硫
ミ

ミ

昏

硫
勉皇
§

聴
偽
§

N
、ヘミ

帆§

(
ぎ
ω
葺

昇

》
二

窃q
ロ
ω
8

0
0
ヨ
8
)

が
設

立
さ

れ
、
高
度

な
能
力

と
経

験
を
も

つ

"
決
定

者

〃
が
養
成
さ

れ
た

り

は
し

て

い
る
。

し
か

し
、
そ

こ
で
も
政

治
学

の
地

位

は
低
く
、
無

に
等

し

い
と

い

っ
て
も
過
言

で
は

な

い
。
公
権
力

と
政
治
学

と
は
融

合

し
に
く

い
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
か

。

七
、

政
治
学

の
現
況

さ

て
、
フ
ラ

ン
ス
政
治
学
が
直
面
し
て
い
る
問
題
、
現
況
と
し
て
次

の

三
点
が
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
政
治
学

の
研

究
対
象
領
域
が
本
来
研
究
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
比
較
す
る
と
少
な

い
と
い

う

こ
と
、
第

二
に
、
政
治
学

は
非
常
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
相

互
に
連
け
い
が
な
く
孤
立
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
、
政
治
学
固

有

の
研
究
対
象
領
域
と
思
わ
れ
た
も

の
が
、
社
会
学
や
歴
史
学
に
よ

っ
て

浸
蝕
さ
れ
、
政
治
学
と
し
て
は
、
新
た
な
研
究
対
象

を
さ
が
す
必
要
に
せ

ま
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
の
点
に

つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
が
主
と
し
て
研
究

対
象
と
し
て
い
る
問
題
を
例
示
し
て
み
よ
う
。

a
、
選
挙
行
動
1

こ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
の
す
べ
て
の
研
究
者
が
最
後
に
は

取
り
組
む
問
題
で
あ
る
。
》
銭

ほ

曾
国
O
国
幻
閏
∪

が
先
達

で
あ
る
が
、
現

在

こ
の
分
野
の
専
門
家
と
し
て
、閃
ほ
α
驚
ざ

じヴ
O
乞
」
$
口
O
出
》
即
い
O
β

国
轟
鍔

o
一ω
O
O
O
¢
国
♂

ま
δ
ヨ
o
匂》
閃
国
勾
餌

≧

餌
言

い
諺
Z
O
国
U
O
β

O
ξ

ζ
δ
=
国
い
〉
β

冨
き

-い
琴

勺
〉
園
O
O
押

冨
£ρ
昌

幻
》
Z
O
国
国

ら

が

い
る
。

b
、
憲
法
と
政
治
制
度
に
関
す
る
も

の
1
諸
制
度
と
諸

権

力

間

の
関

係
、
政
府

の
決
定

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
と
議
会

の
機
能

の
形
態
、
制
度
と
政
治

の
歴
史
研
究
な
ど
が

こ
の
類

い
で
あ
り
、

こ
の
分
野
は
伝
統
的
な
法
的
研

究

の
性
格
を
も
ち
、
研
究
者

の
数
も
大
変
多

い
。
た
だ
こ
の
面

の
研
究
に

は
次

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

ω

フ
ラ

ン
ス
で
は
諸
制
度

に
関
す
る
業
績
は
多

い
が
、
驚
く

べ
き
こ

と

に
、
そ

の
多
く
は
民
主
主
義
理
論
に
関
す
る
考
察
を
欠

い
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
ポ
リ
ア
ー
キ
ー

b
o
貯
輿
。
三
Φ

概
念

の
深
化
、
使
用
が
殆
ん
ど

み
ら
れ
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

回

国
家
と
諸
権
力

の
均
衡
が
多
数

の
研
究
対
象
に
な

っ
て

い
る
が
、

国
家

の
最
も
強
制
的

な
装
置
の
研
究
が
少
な
い
。
す
な
わ
ち
、法
的
権
力
、

警
察
、
軍

の
研
究
が
か
え
り
み
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
理
由
は
簡
潔

に
い
え
ば

二
点
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
大
学
は
、
多
く
は
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
的

に
は
左

で
反
権
威
的

・
反
軍
事
的

で
あ

る
。
そ

の
た
め
す
き

で
も
な

い
問
題

に
研
究
時
間
を
さ
く

こ
と
を
し
な
い
こ
と
。
も
う
ひ
と

つ

は
、
社
会
学
者
が
象
徴
支
配

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
特
別
視
し
、
そ

の
た
め
国

家

の
抑
圧
的
装
置

の
研
究
を
嫌

っ
た
こ
と
。

㈲

政
治
勢
力

の
中

で
は
政
党

の
研
究
が

一
貫
し
て
活
発

で
あ
る
と
い

う

こ
と
。
こ
の
分
野
は
周
知

の
よ
う
に

冨
.
u
d
<
国
切
O
国
国

が
先
駆
を

切

っ
た
が
、

一
九
七

一
年

に

}
8
口

O
国
〉
幻
い
O
↓

(
ゴ
ー
リ
ス
ト
運
動

研
究

の
専
門
家
)
が
理
論
分
析

の
レ
ベ
ル
で
新
し
い
視
点
を
ひ
ら

い
た
。

彼
は
、
卜
翁

黛

ミ

防
㌧
o
Nミ
Q
婁

(H
一訂
巴
甑
o
>
●
O
o
一ぎ
)

を
著
し
、

フ
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ラ

ン
ス
に
ア
メ
リ

カ

の
政

治
科
学

の
方
法

を
導

入

し
た

の
で
あ

る

。

㈲

そ

の
他

の
政
治
勢

力

は
分
断

の
運
命
を
味

う
。
す

な
わ
ち
、

六
〇

年
代

に
流
行

し
た
圧
力

団
体

は
、
農

民

の
圧
力

団
体
を
除

き
、
も

は
や
あ

ま

り
研
究
さ

れ
な
く

な

っ
た
。
但

し
、
労

働
組
合

の
研
究

は
続
行
さ

れ

て

い
る
。

c
、

政
治
思
想

、
政

治
哲
学

、
政

治
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
1

こ
の
分
野

は
フ

ラ

ン
ス
で
は
伝
統
的

な
も

の
で
あ

り
、

し
ば

し
ば
政
治
思
想

史
と

い
う
形

で
現

わ
れ
て
き

た
。

d
、
外
国

の
政
治

生
活
、

政
治
制

度
ー

こ
の
分

野

の
代
表

的

な
専
門
家

に
は
次

の
よ
う

な
人
が

い
る

。
》
需
話
山

O
カ
○
ω
ω
国
ヵ

(
ド

イ

ツ
研
究

)
、

竃
o
巳
8

0
国
》
閃
い
O
↓

(
イ
ギ

リ

ス
研
究
)
、
鵠
鰹
ぴ
口
①

O
》
幻
閃
国
閃
国

匹
.

国
Σ
O
諺
¢
ω
ω
国

(
ソ
連

研
究

)
、

ζ

句

●
円
O
H2
国
↓

(
ア
メ
リ

カ
研
究

)
、

○
.
国
国
肉
ζ
国
↓

(
権
威

的
体
制

研
究

)
、
い

ピ
国
O
》

(
ア
フ
リ
カ
北
部
地

方
研

究
)

な
ど

で
あ

る

。

e
、

国
際

関
係
ー

現
在

フ
ラ

ン
ス
で
政
治
研

究

の
中

で
市

民
権
を

か
ち

え

っ

っ
あ

る
。
主

な
も

の
に
、
O
Φ
暮
話

祭
⑦
ε

血
Φ
ω
山
Φ
ω
話
一四
ユ
8

ω
H
亭

什①
ヨ

鉾
一〇
コ
巴
⑦
ω

(
O
・閏
菊

・H
●)

匹
①

一餌

男
o
昌
山
鋤
江
o
ロ

昌
魯
一〇
ロ
巴
o

α
㊦
ω

ω
9
Φ
口
8

ω
℃
o
一一二
ρ
口
Φ
ω
で

の
欧

州
統

合

の
諸
業

績

や

、
国
。
昌
①
口
》
ω
ω
字

国
押

≧

蹄
①
α

○
ヵ
O
ω
ω
国
ズ

冒
霞
o
Φ
一
ζ
国
園
ピ
国

ら

の
仕
事
が
あ

る
。

な
お
、
以

上

の
五
部

門
以
外

に
、
数

と

し
て

は
少

な

い
が
、
現
在

行

わ

れ

て

い
る
研

究
と

し
て
次

の
よ
う

な
も

の
が
あ

る
。
政
治

的
社
会
化

の
研

究

(
》
昌
巳
6
評

勺
国
菊
O
頃
両
菊
O
累

匹
①
一①

閲
.Z
.ω
●℃
・
の
業
績

)
、
政
治

的

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
と

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア

の
研

究
、
地
方

政
治

の
生
活

に
関

す
る
研
究

、

リ
ー
ダ

ー

の
分
類

と
政
治
家

研
究
、
そ

し

て
、
最
近

は

と

く

に
行
政
学

の
研
究
が

そ

の
遅

れ
を
取

り
も
ど
そ

う
と
す

る
か

の
よ

う

に
活
発

に
行

わ
れ

て

い
る
。
冒
o
ρ
¢
Φ
ω
O
国
国
く
》
い
ピ
田

幻

と

一)
蝉
三
9
0

目
○
ω
O
=
》
国

に
よ

る

浄

筑§

亀

無
翫
ぎ
§
帖篭
ミ
職
墓

℃

α
①
ロ
×

8
ヨ
Φ
ω
"

℃
巽
β

い
.O
」
)
●}
こ

一
Φ
刈
c。
・
を
参

照

。

そ

し
て
、

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学

に
と

っ
て
ま

だ
未

開
拓

の

分

野

と

し

て
、
次

の
も

の
が
指
摘

で
き

る
。

a
、
認
識
論

、
政
治

学

の
歴
史

と
社
会
学

、
方
法
論

的
問

題
提
起

、

理

論

化

(
命
題

の
体
系
化

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ

っ
て
研
究
対
象

を
報
告

し
よ

う
と
す

る
)
、
資
料

の
処
理
と

モ
デ

ル
の
設

定

に
関
す

る
理
論
的

考

察

。

こ
れ

ら
は
ま

だ
研
究

が
少

な

い
。

b
、
公
共
政
策
、
行

政
政
策

、
社
会
政

策
、
教
育

政
策

な
ど

の
研
究

。

今

日

で
は
、

こ
れ
ら
は
ま

だ
無
視

さ

れ

て

い
る

に
等

し

い
。

c
、
政
治
発
展

、
政
治
動

態

に
関

す

る
研
究

。

た
と

え

ば

、
大

衆

運

動

、
内

乱
、
革
命

の
研

究
も
遅

れ

て

い
る
。
他

の
用
語

で

い
え
ば
、

社
会

的

政
治
的
動

態
研
究

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

d

、
政
治

文
化
、
一①
。。
冨
b
鼠
ω
窪

富
鉱
。
口
ω
o
O
一δ
。
ユ
〈
。
ω
』
p・
§
傷
ヨ
o
貯
Φ

。
o
一一〇
。
江
く
o

に
関
す

る
研
究

。

た
だ

し
厳
密

に

い
う
と

c
と

d
は
全
く

の
未
開

発

の
分

野

で
は
な
く

、

例

外
と

し
て
、
ω
臼
ひq
o
ゆ
O
Z
Z
国
↓

の

ド

き

鼠
。
譜

暗

特
。
Nミ
心
ミ

ミ

越
蒔

凡ミ

題

§

ミ

ト
ミ
、、§

ミ

博
目
㊤
醤

が
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学

は
、
以
上

の
よ

う

に
対
象

が
限
定

さ
れ
た
研
究

に

つ
い
て
は
多

く

の
業
績

を
出

し

て
き

た
。
だ
が

ま
だ
対
象

が
明
確

に
な

っ

て

い
な

い
も

の
に

つ
い
て

は
、

現
在

進
行

中

で
あ

る
と

い
え
る
。
と
も
あ

れ
、

フ
ラ

ン
ス
政
治
学

は
遺
産

の
学
問

で
あ

り
、

過
去

の
伝
統

を
う

け

つ
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ぎ
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
。
今
後
、
現
在
手
が
け
ら
れ
て
い
る
研
究
分
野

が
ど

の
よ
う
に
学
問
的

に
構
築
さ
れ
、
そ

の
展
開
が
は
か
ら
れ
て
い
く
か

注
目
に
値
し
よ
う
。

第

二
に
、
政
治
学
の
細
分
化

の
問
題
で
あ
る
。
か

っ
て
は
、

フ
ラ

ン
ス

で
も
政
治
学
の
対
象
領
域

・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
究
者

の
間

で
は
、

一

元
的
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
今
日
で
は
そ

の
よ
う
な

一
元
化
は
希
薄

で
、

む
し
ろ
増
々
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と

い
え
る
。
そ

の
分
派
傾
向
は
、
ま

だ
学
派
形
成
と
ま

で
は
い
か
な

い
が
と
も
か
く
分
立
し
て
お
り
、
各

々
は

接
点
も
も
た
な
け
れ
ば
、
論
争
も
し
な

い
。
む
し
ろ
互
い
に
無
視
し
あ

っ

て
い
る
と
い

っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
多
元
的
傾
向

を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
五

っ
に
な
る
。

第

一
の
傾
向
は
、

い
わ
ゆ
る
法
学
者
と
憲
法
学
者
の
傾
向
と
も

い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
色
は
、
主
と
し
て

一p
お
く
二
①
嵜

ミ
暮
駐

誌
の

中
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
多
く

の
業
績

・
書
物

・
概
論
を
指
導

し
て

い
る
が
、

こ
の
傾
向

の
人
々
の
研
究
方
法
は
、
法
律
分
析
に
結
び

つ
い
た

直
接

に
観
察

で
き
る
資
料

の
総
合
的
な
記
述
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
、
政

治
生
活
と
諸
制
度

の
研
究
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
傾
向

の
人

々
に
は
大
学

の
教
員
が
多

い
。
よ

っ
て
、
以
上

の
点
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
傾
向

の
政
治
現
象

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
長

い
間
法
学
部

で
打
ち

た
て
ら
れ
て

き
た
伝
統
的
な
色
彩
が
濃

い
性
格

の
も

の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

第

二
の
傾
向
は
、経
験
主
義
的
と
称
せ
ら
れ
る
研
究
者

た
ち

で
あ
る
。政

治
学

に
お
け
る
現
代
的
な
経
験
主
義
と
は
、
因
子
分
析
、
類
型
学
的
分
析

な
ど
資
料
を
数
学
的

に
処
理
す
る
形
態
を
さ
す
。
そ
し
て
そ

の
資
料
は
、

多
く
の
場
合
、
磁
気
テ
ー
プ
が
使
用
さ
れ
、
そ

こ
に
は
主
と
し
て
、
選
挙

結

果
、

世
論
調
査

、
政
治

家

の
声

明
文

な
ど

が
収
録
さ

れ

て

い

る
。
近

年

、

こ
の
方
面

の
対

究

は
、
選
挙

予
測
や

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
な
ど

の
社

会

的
要
請

も
あ

っ
て
大
変
活

発

で
あ

る
。

な
お
、

こ
の
経
験

主
義

の
範
疇

に
は
、

"
事
実

〃

の
記
録

を
丹
念

に
行

っ
て

い
る
研
究
者

も

入
れ
る

こ
と

が

で
き

る
。
彼

ら

は
、
諸
事
実

を
観
察

や
出
版
物

の
分
析

に
よ

っ
て
収
集

し
て
お

り
、

こ
の
成
果

は
、

フ
ラ

ン
ス
や
外
国

の
政

治
生
活

に
関
す

る
研

究

、
国
際

関
係

に
関

す

る
研
究

な
ど

に
な

っ
て
あ

ら
わ
れ

て

い
る
。
た
と

え
ば

、
国

際
関
係

に

つ
い
て
は
、
甘
き

H
国
O
♪

..ρ

一ω
Φ
ω
簿

0
8

臣
房

翌

中

o
畠

①
・〇
二
魯

計
.、
貯

肉
§
ミ

、
、§

略
ミ
詫

§

偽無
§
ミ

㌧
o
ミ
鳶
ミ

(
餌
O
⇔
什
一
Φ
刈
心
)
が
あ

る
。

第

三
番

目
の
傾

向

は
、

マ
ル
キ

シ
ズ

ム
の
そ
れ

で
あ
る

。

こ
の
面

で
の

業
績

と

し
て
は
、
哲

学
者

い
〇
三
ω
諺
い
↓
出
d
ω
ω
国
戸

2
一8
ω
勺
O
d
い
〉

●

2
↓
N
諺
ω

ら

の
も

の
が
あ

る

。

こ
の
傾
向

の
研
究

は
、
歴
史
的

に
新

し

い

も

の
で
は
な

い
し
、

又
、

そ

の
内
部

に
お

い
て
も

分
裂

し
て

い
る
が
、
依

然

と

し
て
根
強

い
影
響

力
を
も

っ
て
存
続

し
て

い
る
。

第

四
番

目

の
傾
向

は
、
経
済

モ
デ

ル

の
側
面

か
ら
政
治
知
識

を
新

し
く

導

入
す
る
原
則

を
探
究

し
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。
相

互

作

用

主

義

N、凡ミ
軸
ミ
ミ
§

ミ
動ミ
軌
と

い
う

よ
う
な
真

の
パ
ラ
デ

ィ
グ

ム

冨

蚕
象

αq
日
①

(
範

列
)
を
実
際

に
適
用

し
よ
う
と

こ
の
傾

向

の
研
究
者

た
ち

は
望

ん

で

い
る
。
す

な
わ
ち

、
集

団

行
動

は
、
個

々
人

の
自

発

的
諸
活
動

の
相

互
作

用

(
凝
集

)

の
メ

カ

ニ
ズ

ム
を
解

明
す

る
な
ら
ば

把

握

で
き

る

の
で
は
な

い
か
と

の
考

え
方

で
あ

る
。

こ
の
傾

向

に

つ

い
て
は
、
政
治
領

域

に
お
け

る

U
O
芝

Z
ω
M
O
い
ω
0
2
讐
出
笏

ω
O
=
ζ
》
Z
Z

や

新
古
典
経

済
学

者
、

一Φ
ω
警
傷
o
同
一9
。
コ
ω
ユ
。
ω
冨
¢
×

ら
が

い
る
。

た
だ

こ
の
傾
向

の
人

々
も
現
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在

再

編
成

の
途
上

に
あ

り
、

い
わ
ば
討

議
を
行

っ
て

い

る
。
段

階

で

あ

る
。
そ

の
意

見

は
、

し
ば

し
ば

置

冨
<
q
Φ
9

§

愚

ミ
ミ

や

》
蓉

含
防
題

§

ミ

ω
.国
・∪
●国
』
.ω
.
の
中

で
表

明
さ

れ
る

が
、
そ

こ
に
み
ら

れ
る
人
間

行
動

学

に

つ
い
て

の
強

固

な
考

え
方

は
、
民
主

的
制
度

を
改
善

し
、
西
洋

社

会

に
お
け
る
多
元
主
義

を
維
持

し
、

自
由
体

系
を

理
論

的

に
確

立
す

る

こ
と
を

可
能

に
す

る
諸
価
値

を
考
察

す
る
と

い
う

も

の
で
あ

る
。

第

五
番

目

の
傾
向

は
、
社

会
学
者

の
傾
向

で
あ

る
。
す

な
わ
ち

、
そ
れ

は
、

マ
ル
ク

ス

・
デ

ュ
ル
ケ
イ

ム

・
ヴ

ェ
ー
バ

ー
と

い
う

三
人

の
社
会
学

の
祖

に
土
ハ
通

し
て

い
る
方
法
論

的
原

則

に
し
た
が

っ
て

つ
く

り
だ
さ
れ

た

説

明
的
命

題
を
樹

立

し
よ
う
と
す

る
。

い
わ
ば

、
政

治
社
会
学

者
と

で
も

い
う

べ
き

立
場

で
あ

ろ
う

か
。
彼
ら

は
、
認
識

論

の

Ω
9
ω
8
⇔
切
》
O
国
国
,

ピ
》
閃
U

に
よ

っ
て
使
用
さ

れ
た

"
適

用
さ

れ

た
合
理
主
義

轟
ユ
o
口
口
培

甲

日
①
巷

営
5
鼠

"
を
採

用

し
よ

う
と

し

て

い
る
。

こ

の
傾
向

の

人

々

に

は
、
}
始
.
O
O
↓
と

い
即

ζ
O
d
累
囲国
菊
(
ぎ

ミ

ミ
ミ

旨
9
0
N
轟
蹄
辱
ミ
ミ
ミ

♪

剛
輿
一P

ω
2

詳

6
置

の
著

者
)
、

U
●
O
>
×
日

(
卜
馬

ら§

笥

ミ
き
魯

℃
鋤
ユ
ω
℃
ω
Φ
二
戸

6
刈
○。

の
著
者

)
、
しσ
.
い
》
O
菊
O
一図

(
b
ミ
暮
隷

㌧ミ

ミ

む

慧

鞭
瓢
饗
3

勺
鋤
瓜
ρ

℃
器
ω
ω
o
ω

島
①

訂

悶
o
づ
α
9
鉱
0
5

昌
o
ユ
o
昌
巴
Φ

創
$

ω
9
窪

O
Φ
ω
づ
O
葺

β
器

9

一
㊤
C。
O

の
著
者

)

ら
が

い
る

。

な

お
、

こ
こ
に
列
記

し
た

こ
れ
ら

の
五

っ
の
傾
向

は
分
立

し
て

い
る
と

は

い
え
、

フ
ラ

ン
ス
の
政

治
学
者

の
多

く

は
、
実
際

は
、

二
つ
な

い
し
は

い
く

つ
か

の
傾
向

に
ま

た
が

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と

を
最
後

に
附

記

し
て

お

こ
う
。

第

三
に
、
政
治
学

と
他

の
学
問

と
く

に
歴

史
学
や
社

会
学
と

の
関
係

に

移

ろ
う

。
前

述

し
た
よ
う

に
フ
ラ

ン
ス
政
治
学

は

(
も

っ
と
も

こ
れ

は
た

ん
に

フ
ラ

ン
ス
だ
け

の
問
題

で
は
な
く
政
治
学

全
体

の
問

題

で

は

あ

る

が

)
、
今

日
、

そ

の
研
究
対

象
領
域

を
他

の
学

問

か
ら
浸
蝕
さ

れ

つ

つ
あ

る
。

た
と
え
ば
、
哲

学
者

、
社

会
学
者

、
歴
史

学
者

な
ど

は
、
選
挙

・
政

治
制

度

・
政
治

生
活

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど

に

つ

い
て
は
、
制
度

的

な
政

治

学

に
そ

の
研
究

を
ま

か
せ

て

い
る
が
、

し
か
し
、
権
力

や
支

配

の
諸
形
態

な
ど
元
来

は
政

治
学
が
あ

つ
か
う

よ
う
な
問
題

を
、
今

日

で

は

積

極
的

に
、

い
な
独
占

的

に
研
究

し

て

い
る
。
政
治
学

に
と

っ
て
は
、

こ
れ
ら

の

他
領

域

か
ら

の
攻
勢

に
対

し

て
、

い
か

に
そ

の
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を
確

立

し
、

保
持
す

る
か
と

い
う

の
が

そ

の
課
題

に
な

っ
て
き

た

と

い

え

よ

う
。
と

も
あ
れ
、
政

治
的

な
諸
問
題

を
あ

つ
か

っ
て

い
る
広
範

な
観

点

か

ら

の
主

な
業
績
と

代
表
的

な
人
物

に

つ

い
て
簡
単

に
紹
介

し
て
お

こ
う

。

ま
ず
、
≧

銭
p

蜀
国
鴫
国
図
国
↓
↓
炉

ト
馬

ミ
亀
馬
、
§

購
ミ
曾

(
フ
ラ

ン

ス
の
政

治
社
会
像

を
描

い
た
)
、
》
昌
山
鼠

O
b
d
閤
ω
]≦
》
2
Z
℃
卜
&
6
ミ
筑㍗

賊ミ
野
、馬
ミ

沁

§
黛
謡
晦
ミ
腎

載
.詠
o
ミ
ミ
塁
℃
肉
越
ミ

養

、
N
.肉
ミ
♪

鳶

§
亀
鳶

-

詠
§
辞

N$

昏
§
愚

防
§

8
ミ
§

縣ミ
妹艦o
詳

ミ

ト
覇

ミ
ミ
織
鳶
勉
辱
§

鷺
馬馬越
樽

切
6閏
●
い
国
く
メ

ト
&

い
黛
さ
ミ

締

昏

蔑
偽ミ

謡
ミ
℃ミ
き

(
こ
れ

ら

は

、

ω
9

こ

国
Z
H↓
ω
H2
国

の
影
響

を

う
け
、
一
九

七
七
年

に
さ
か

え
た
)
ら
が

い
る

。

つ
ぎ

に
、
よ
り
学

問
形
成

の
規
範

に
適

合

し
た
も

の
と

し
て
以
下

の
も

の
が
あ

る
。
い
○
葺
ω
諺
い
↓
q
ご
ω
ω
国
ヵ

の
業

績

(
マ
ル
ク

ス
主

義

者

の
彼

の
作

品
は
、
現
代

フ
ラ

ン
ス
思
想

に
か
な

り

の
影
響
を
与

え

て

い

る
)
、

O
o
ヨ

血
貯
ω
O
>
ω
日
○
菊
一諺
U
屋

や

Ω
9。
口
自
㊦

ピ
国
岡
○
幻
8

の
よ
う
な
哲

学

者

の
業

績

(
二
十
年
来
、

ソ
ビ

エ
ト
官

僚
制

や
歴
史

の
運
動

と
社

会

の

基

礎

に

つ
い
て
考
・察

し
て
き

た
)
、

○
竃
Φ
ω

∪
国
U
国
q
N
国

国
似
鵠
メ

O
d
・

》
↓
↓
》
菊
押

α
。
霊
o
崇
Φ

い
国
Ω
国
Z
U
幻
国

ら

の
作
品

(
精

神

分
析

学
を
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用

い
て

い
る
1
権

力

に
フ

ロ
イ
ト

の
問
題
提
起

を
適
用

し
た
)
。

そ

し
て
、
政
治

学
を
最

も

お
び
や

か
し
、
政
治
学

の
研
究
方
法

に
変

容

を
迫

っ
て

い
る

の
が
最
近

の
社

会
学
者

の
業

績

で
あ

る
。
も
ち

ろ
ん
社

会

学
者

た
ち

の
研
究

方
法
、

対
象

と

い

っ
て
も

一
律

で
は

な
く
様

々
な
形

が

あ

る
が
、
そ

の
多

く

は
政

治

分
析
を
研
究

対
象

領
域

に
包
含

し

て

い
る
。

し
か
も
、
そ

の
中

で
と
く

に
顕

著

な
傾
向

は
、
そ

れ
ら
社
会

学

の
政

治
分

析
が

や
や
も
す

る
と
従
来

の
政

治
学
を
解

体

し
て
し
ま

う

の
で
は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
も

の
も
存
在

し
て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
具

体
的

に

い

え
ば

、

た
と
え
ば

、

権
力

関
係

の
把

え
方
を
政

治
学

の
行

っ
て
き

た
よ

う

な
統

治
者

と
被

治
者

、
国
家

と
国
民

の
諸
関
係

と

い
う
形

で
み

る

の
で
は

な
く

、
抑

圧
的
、
経

済
的

、
文
化
的

、
教
育
的

、
家

庭

的
を
問

わ
ず

、
社

会
機

構

の
多
数

の
歯

車
装
置

の
中

に
埋
没

し
た
も

の
と

と
ら
え
直

す

の
で

あ

る

。
こ
の
面

で
の
業

績
と

し

て
、

ま
ず

言

一9

①
一
〇
幻
O
N
濁

幻

の

ト
ざ
?

、ミ
、
ミ

榊

超
勉匙
ミ
♪

ω
2

一一鳩
6
ミ

℃
仏
o
「
詳

Φ
昌

8
=
餌
げ
o
村
餌
¢
o
昌
鋤
く
Φ
o

国
・
閏
国
濁

O
bd
国
国
O

を
あ
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。
彼

に
ょ
れ
ば

権
力

は
、

も

は
や
国

家

レ
ベ

ル
に
は
な
く

、
具
体
的

行
動
体
系

ω
蕩
藏
日
Φ
ω
窪
⇔
。
鉱
o
口

6
8

0
お
誘

と
名
付

け

る
産

業
組
織

や
産
業

グ

ル
ー
プ

の

一
部

門

の

よ

う

な
中

間
組

織

の
内
部

に
あ

り
、
そ

こ
で
増
大

し

て

い
る
。
ゆ
え

に
政
治

の

本
質

も

、
従
来

の
よ

う
な
、
正

当
な
暴
力

を
独
占
す

る
た

め

の
闘
争
と

い

う
概

念

に
あ

る

の

で
は

な
く
、
分

立

し
、
部

分
的

な
行

動

組

織

鋸
ω
け㌣

ヨ
①
ω
血
"⇔
a

8

の
産

物

と

し
て

の
政
策

決

定

に
存

在
す

る
と
主
張

す

る
。

つ
ぎ

に
、
O
淘
O
N
厨

力

と

は
や
や
性
格

を
異

に
す

る
が
、

や

は
り
政

治

学

に
解

体

を
迫

っ
て

い
る

の
が
、
冨
凶9

Φ
一
周
O
d
O
》
d
ピ
↓

で
あ

る
。
彼

は
、
構

造
歴
史
学

一.三
ω
8
マ
Φ
ωけ
讐
9
ξ
巴
⑦

と

で
も

い
う

べ
き
方
法

を

用

い
て
権
力
概
念

を
分
析
す

る
。
そ

れ

に
よ

れ
ば

、
権
力

は
、
国
家
装

置

の
中

に
あ

る
と

か
、
階
級

の
所

有
物

で
あ

る
と
か

み
る

の
で
は
な
く

、
す

べ
て

の
社

会
的
空

間

に
存
在

し
、
あ

ら

ゆ
る
制

度
を
貫

い

て

い

る

と

い

う

。
そ

の
意
味

で
彼

は
、
政
治

学

は
権

力

の
原

子
物

理
学

の
中

か
ら
始

ま

る

と
主

張

し
て

い
る
。
硫
ミ
建
亀
Nミ
、
ミ

㌧
ミ
尋
,℃

ミ
ミ
題
§

ミ

譜

ミ
辱
誌
偽§

℃

卜
良
慧

ご
ミ
へ
譜

ミ
§
尋
、
(
奪
冒
§

,Q
§

ミ

題
約
§

ミ
魯

N
…
一〇
ω

9

二
×

=
<
『
Φ
ω
b
鋤
≡
ω

①
¢
×

国
島
二
〇
昌
ω

Ω
p
霞
ヨ
鋤
戦
P

一
㊤
謡

℃
H
㊤
刈
Φ
)

が
彼

の

最

近

の
主
著

で
あ

る
。

さ

て
同

じ
社

会
学
者

で
も
政
治
学

の
解
体

を
望
ま

な

い
の
が
、

≧

巴
昌

↓
O
d
菊
》
H
Z
国
で
あ

る
。
彼

は
、
総

合
的

な
社

会
学

理
論

の
樹
立

を

目
標

に
し
た
が
、

ま
ず
そ

の
た
め

に
、
社

会

と
政
治

の
問

の
関
係
を
明
確

化

し

た
。
彼

に
と

っ
て
、
社

会
学
と

は
社

会

運
動

の
発
展

に
寄
与

す

べ
き
も

の

で
あ

り
、
そ

の
知

識

は
政

治
行
動

と
無

関
係

の
も

の
で
は
な

い
。
そ

し

て

と
く

に
、
社

会
と
政
治

の
関
係

を
分
析

す
る

に
あ

た

っ
て
は
、
社

会

に
お

け
る
手
段

の
支

配
を
求

め

て
争

う
運
動

、
な

か
ん
ず
く

、
学

生
運

動
、

原

子
炉
反
対
運
動

、
地
方

分
権
主
義

運
動

の
よ

う
な
特
殊
、
個
別

的

な
社

会

運
動

の
考
察

に
焦
点

を
あ

て
、

こ
う

し
た
運
動

が
今
後

の
政

治
社

会

の
主

要

な

イ

ン
パ

ク
ト
に
な
る
と
主

張

し
た

の
で
あ

る
。
彼

の
影
響

力

は
、
ま

だ
そ

れ
ほ
ど
大
き

い
と

は

い
え
な

い
が
、

ユ
ニ
ー

ク
な
も

の
で
あ

る
こ
と

は
確

か

で
あ

る
。
N
ご

§

9
ざ
謡

§

ミ

き
鳥
ミ
魯

℃
母
凶9

ω
2

芦

一
〇
刈
ω
凱

ピ
o

さ

皆

ミ

鳶

肉
§

、、轟

冠

こ

H
㊤
刈
○。

が

主

た

る

も

の

で
あ

る

。

さ
ら
に
、
社
会
学
者

幻
醸
日
8

画
じd
O
d
u
O
Z

も
政
治
分
析
に
政
治

社
会
学
を
導
入
し
て
い
る

一
人
で
あ

る
。
彼

は
、
方

法

的

個

人

主

義
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貯
&
≦
曾

包
δ
日
Φ

ヨ
仏
昏

o
山
。
δ
ひq
置
器

と

い
う
分
析

理
論

を
確

立

し
、

社

会

現
象

の
説
明
を
個

々
人

の
諸

行
動

の
凝
集

の
形

態
か
ら

行

っ

て

い

る
。
彼

の
方
法

も
ま

だ
、

そ
れ

ほ
ど
政
治
研
究

に
は
用

い
ら
れ

て

い
な

い

が
、
今
後

適

用
さ

れ
る
余

地

は
あ

る
と
思

わ

れ

て

い

る
。

ト
.§

織
◎
題

§
ミ
隷

ミ
ミ
ミ
ミ
Q

譜
防

誉

謎

偽o
織
§
§

(
一
Φ
①
刈
ソ

ト
、§
磯
ミ
凡織

譜
鱗

ミ

§

へ
翁

(
お

刈
ω
ソ

9

,融
罵

乙
9
ミ

ミ

§

塁

㌧
軸
越

ミ
、動

(
牢

Φ
の
ω
①
ω

d
巳
く
興
ω
淳
p
膣
Φ
。。
山
Φ
悶
冨
口
o
ρ

一
〇
唱
)

が
彼

の
主

著

だ
が
、
と

く

に
彼

の
最
近

の
方
法
論

に

つ
い
て
は
第

二
番

目
を
参

照

。

最
後

に
、
霊

①
叢
Φ

じU
O
d
菊
U
H
両
q

が

い
る
。
彼

は

現
在

、

島
器
9
Φ
霞

匹
⊆

6
ペ
ミ
鳶

辱

乙
鳥
o
譜

時

偽
ミ
奪

駄
§

ミ

℃

℃
『
O
h
①
ωω
o
母

卿

一両

8

一①

嘆

四
江
ρ
ロ
①
山
Φ
ω
冨

暮
Φ
ω

傘
二
α
①
ω

で
あ

る
が
、
す

ぐ
れ

て
現
代
的

な
社

会
学
者

の

一
人

で
あ

る
。
彼

は
主

と

し
て
、
象

徴
支

配

の
形

態
と
、
支

配

階

級
と
被

支

配
階
級

の
社

会
的

文
化

的
性
格

の
研
究

を
行

っ
て
い
る
。
彼

の
研
究

も
、
直

接
、
政

治
を
対
象

と
す

る
も

の
と

は

い
え

な

い
が
、

し
か

し
政
治

現
象

の
伝

統
的

な
方
法
論

を
お
び

や
か
す
も

の
で
あ

る

こ
と

は
否

め
な

い
。
と

い
う

の
も
、
彼

は
社

会
学
的
決

定
論

の
立
場

か
ら
、
人

間

の

行
動

分
析
を

行

い
、
権

力
状
況

を
も
解
明

し
よ
う

と
す
る

か
ら

で
あ

る
。

卜
匙

ミ
防議
謡
ミ

§

(
戸
Φ
刈
O
y

卜
免
偽§

恥
篭
ミ

ミ
ミ

(
お
○。
O
)
が

そ

の
主
著

で
あ

る
。

八

、

お

わ

り

に

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学

は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
現
段
階

に
お
け
る
そ

の

特
徴
を
あ
え
て

一
言

で
ま
と
め
れ
ば
、
伝
統
的
な
研
究
領
域
や
研
究
方
法

を
固
持

し
よ
う
と
す
る
反
面
、
社
会
の
大
き
な
変
化

に
直
面

し
て
、
政
治

学
自
体
も
ま
た
、
新
た
な
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
と

い

え

よ

う
。
と

く

に
、
社
会
を
グ

ロ
ー
バ

ル
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
社
会
学
の
攻
勢

に
あ

っ

て
、
政
治
学
と
し
て
は
い
か
に
そ
の
主
体
性
を
確
立
す
る
か
が
大
き
な
課

題
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。も

っ
と
も

こ
う
し
た
問
題
は
、
た
ん
に
フ

ラ
ン
ス
だ
け

の
特
殊
現
象

で
は
な
く
、
各
国
共
通
の
も
の
で
あ
る
と

い
え

る
。
リ
プ
セ

ッ
ト
が

い
う
よ
う
に
、
社
会
学

は
そ
の
成
立
の
当
初

か
ら
政

治
過
程
と
政
治
制
度

の
分
析
に
強
く
か
か
わ

っ
て
き
た
か
ら

で
あ

る
。
そ

し
て
、
こ
の
問
題
に
対

し
て
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
政
治
学

と
社
会
学
と
は
、
決

し
て
相
反
す
る
、
対
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、
政
治

学
自
体
も
、
そ
の
社
会
的
基
盤
に
か
か
わ
る
分
析
を
除

い
て
は
成

立
し
え

な

い
の
で
、
む
し
ろ
社
会
学

の
理
論
、
分
析
方
法
を
積
極
的

に
導

入
し
、

そ
の
理
論
体
系
化
を
は
か

っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ

ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本

で
は
す
で
に
そ

の
試
み
が
意
欲
的
に
な
さ
れ

(
1
)

て

い
る
し
、
フ
ラ

ン
ス
で
も
そ
の
気
配
が
あ
る
こ
と
は
前
述

し
た
と
お
り

で
あ
る
。
ま
た
、
た
ん
に
社
会
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
行
動
論

政
治
学
と
の
関
係

に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が

い
え
る
が

こ
こ
で

は
省
略
す
る
。

政
治
学

に
限
ら
ず
社

会
科
学

(自
然
科
学
も
同
様

だ
が
)

は
、
今
後
ま

す
ま
す
学
際
的
な
傾
向
が
要
請
さ
れ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
互
い
の
境
界
領
域
も
変
更
を
せ
ま
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う

考
え
る
と
、
本
稿
で
政
治
学
が
社
会
学

の
攻
勢
を
フ
ラ
ン
ス
で
は
受
け
て

い
る
と

い
っ
た
が
、
こ
れ
は
ひ
と
り
政
治
学

の
問
題

の
み
な
ら
ず
、
社
会

科
学
全
般

に
わ
た
る
問
題

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
際
大
切
な
こ
と

は
、
伝
統
的
な
学
問

に
せ
よ
、
新
た
な
理
論
体
系
に
せ
よ
、
各

々
が

つ
ね
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に
そ

の
研
究
対
象
や
方
法
を
確
認
し
な
が
ら
、
互

い
に
固
有

の
発
展
お
よ

び
総
合
的
進
化
に
尽
力
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と

で
あ

る
。
よ

っ
て
、

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学
に
と

っ
て
も
、
今
後

つ
ね
に
、
政
治
学

の
本
質
と
は

何
か
、
そ
の
境
界
領
域
と
は
何
か
、
と

い
う
原
点
的
問
題
を
問

い
直
し
な

が
ら
、
そ
れ
で
い
て
積
極
的
に
理
論
的
体
系
化
が
は
か
り
に
く

い
と

い
わ

れ
る
政
治
学
の
新
た
な
構
築
、
確
立
に
鋭
意
と
り
く
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ

ろ
う
。
き
わ
め
て
当
然
な
、
か
つ
、

い
う
は
易
く
行
う
は
…難
し

結
論
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
を
確
認
し
な
が
ら
、
今
後

の
フ
ラ

ン
ス
政
治

学
、
お
よ
び
そ
の
学
界

の
動
向
を
興
味
深
く
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
う

も

の
で
あ
る
。

(
1
)

ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り
わ
が
国
の
も
の
に
関
し
て
も
多
数
文
献

は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
と
く
に
比
較
的
最
近
の
も

の
と
し
て
、
日
本
政
治

学
会
編

『
行
動
論
以
後

の
政
治
学
』
(
年
報
政
治
学

一
九
七

六

年

岩
波

書
店
刊
)
、
秋
元
律
郎

・
森
博

・
曽
良
中
清
司
編

『
政
治
社
会
学

入

門
、

市
民
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
条
件
』
(有
斐
閣
、

一
九
八
〇
年
)
な
ど
を

例

示

す
る
に
と
ど
め
る
。

み
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
を

勺
.
閃
餌
く
話

氏
の
見
解

に
負

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
ま
た
こ
こ
に
紹
介

し
た

人
物
や
文
献
も
、
岡
餌く
冨

氏
自
身
が

こ
と
わ

っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が

絶
対
で
あ

り
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
フ
ラ

ン

ス
政
治
学

の
流
れ
を
紹
介

す
る
文
脈

の
中

で
と
ら
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
に
も
代
表
的
な
研
究
者
、
業
績
が
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な

い
。
従
来
、
わ
が
国
に
は
フ
ラ

ン
ス
政
治
学
お
よ
び
そ
の
学
界
に
関
す

　

る
ま
と
ま

っ
た
紹
介
が
少
な
い
こ
と
を
か
ん
が
み
、
概
略
的
な
形

で
は
あ

る
が
、
ま
た
私
的
な
メ

モ
風

の
性
格

の
も
の
で
は
あ

る
が
、
何
か
の
参
考

に
な
れ
ば
と
思

い
こ
こ
に
公
表
し
た
次
第

で
あ
る
。
な
お

蜀
・
司
四く
器

氏

は
、
閃
碧
巳
鼠

α
Φ
舟
o
淳

卑

ωo
冨
昌
o①

娼
2
三
ρ
器

良
①

一.q
巳
く
o
冨
津
価

住
①
Ω
興
ヨ
〇
三

所
属

で
あ
る
。

※
松
平
斉
光

「
フ
ラ
ン
ス
政
治
学
界

の
展
望
」
(
日
本
政
治
学
界
編

『
日

本
政
治
学
会
年
報
政
治
学

一
九
五

一
』
岩
波
書
店
刊
)
、
木
下

半

治

「
世

界
政
治
学
会
第

5
回
世
界
会
議
と

フ
ラ
ン
ス
政
治
学
界
」
(
日
本
政

治

学

会
編

『
政
治
学

の
現
代
的
課
題
年
報
政
治
学

一
九
六

二
』
岩
波
書
店
刊
)
。

〔
注

記

〕

本

稿

は

霊

o
嘆

㊦

岡
9。
<
村
ρ

、
.H
餌

ω
o
冨

口
o
o

も
o
一
三

ρ
二
①

①
5

同
莚

昌
o
①

匹
8

乱
ω

お

歩

、
.
肉
§

、こ

ミ
ミ
、嵩
ミ
暁§

へ§

§

浄

、§

亀

慧

ミ

嘗

ミ
"

<
o
ピ
ヨ
o
b。
2
ロ
ヨ
σ
興

剥

H
⑩
○。
ど

b
℃
●
¢
㎝
1

旨
O
.

に
基
づ

き
、
筆
者

な

り
に
そ

の
要
点

を

メ

モ
の
形

で
ま

と

め
た
も

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
厳

密

な
翻
訳

で
は
な
く
、
主

に

一
九

四
五
年
以
降

の
フ
ラ

ン
ス
政

治
学

に
お

け
る
主
要

な
研
究
者
と

そ

の
業
績

に
焦
点

を
絞

っ
て
そ
れ
ら

の
紹
介
を

試


